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1. はじめに 

 

新型コロナウィルス感染症の拡大により，ドアノブや

テーブル，手すりなどの環境表面の除菌ニーズが高まっ

た。筆者らは，二流体噴霧ノズルを用いた薬剤ミスト噴

霧による環境表面の除菌技術「マルチミスト®」を開発し

ている 1)～4)。薬剤は，圧縮空気により微細化したミスト

で噴霧されるため，少ない噴霧量でも薬剤が遠くまで拡

散し，短時間で室内全体に行き渡る。室内の相対湿度が

一時的に 80%RH 以上になるまで薬剤の微細ミストを噴

霧し室内に充満させることで，壁や手すり，手作業では

拭ききれない什器の裏側まで除菌が可能となる。必要な

設備は，噴霧ノズル，コンプレッサ，薬液タンクであり，

大型の設備は必要としない。 

これまでに，Table 1 に示すように，①建築設備として

導入するビルトインタイプ，②必要な設備を可搬カート

に搭載したマルチミストカート，③医療従事者が簡単に

持ち運んで除菌できる「カセットミスト®」の 3 タイプを

開発している。更に，病院の改修・解体工事におけるア

スペルギルス菌対策として，マルチミストを応用したア

スペルバスター®を開発しており，顧客ニーズに合わせ

て提案，展開している。 

新型コロナウィルスは，感染症法上の分類として，季

節性インフルエンザと同じ「5 類」に移行したが，医療

施設では，新型コロナウィルスを含め，感染症患者が頻

繁に手で触れる場所は，清掃・消毒が実施されている 5)。

特に，感染症患者が退室した病室の清掃・消毒は厳重に

行う必要があり，ノータッチで病室を消毒できる紫外線

照射を選択する施設が増えてきている 6)。人による清掃

消毒は，作業者の負担や感染リスク，拭き漏れ等の問題

があるため，今後，紫外線照射や消毒剤噴霧などのノー

タッチ環境除菌法との併用による効率化や高度化が進む

と予想される。 

医療施設以外に，不特定多数が利用する会議室やホテ

ルの客室，その他，学校の教室や保育園，厨房等では，

アフターコロナ時代の感染予防策や衛生対策として，手

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table 1 「マルチミスト」のバリエーション 

Variations of Multi Mist 
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間をかけずに，安心・安全な空間を提供できる技術が引

き続き求められると考えられる。 

マルチミストビルトインは，手間なく自動で除菌や加

湿が可能であるが，導入費用が高いことが課題であった。

導入費用を低減するため，複数エリアの制御が可能なシ

ステムを開発しており，前報で，大林組の工事事務所で

の試験適用の結果を報告した 7)。本報では，本システム

の常設工事事務所（3 フロア，延べ床面積 530m2）への適

用事例について紹介する。 

 

2. 費用低減を目的に開発したシステムの概要 

 

導入費用を低減するため，コンプレッサ，薬液タンク，

制御盤各 1 セットで複数エリアを除菌・加湿できるシス

テムを開発した。今回，本システムを 3 階建ての工事事

務所（1 階：土木事務所，2 階：建築事務所，3 階：会議

室，男女更衣室，仮眠室）に適用しており，適用状況を

Photo 1 に示す。システムフロー図を Fig. 1 に示す。 

加湿は，運転時刻と，運転開始湿度，停止湿度を設定

することで，各エリアに設置した温湿度センサにより，

あるフロアの相対湿度が噴霧停止湿度になるまで水道水

をミスト噴霧し，設定値以上になると，次のフロアに切

り替え，加湿が始まる。設定された湿度になるまで，1 階

～3 階を循環しながら加湿する。 

除菌は，除菌開始時刻になると，各エリアに設置した

温湿度センサと事前に入力された部屋の容積から相対湿

度を 80%RH に上昇させるための噴霧時間が自動で算出

され，1 階～3 階まで順次除菌を行う。除菌後，加湿運転

に備え，液配管に残った薬液を排出するために，空気の

みを供給する工程（パージ運転）を行い，完了する。 

電源の ON/OFF は，ウィークリータイマー機能により

省力化している。通常必要な作業は，除菌に使用する

0.02%の次亜塩素酸ナトリウム水溶液を作成（水道水 90L

に，次亜塩素酸ナトリウム 6%水溶液を 300mL 添加）し，

100L の薬液タンクに投入するのみであるため，誰でも簡

単に取り扱いできるシステムである。 

 

3. おわりに 

 

本報では，アフターコロナ時代の感染予防策や衛生対

策として，マルチミストのバリエーションと，複数エリ

アを自動で除菌・加湿可能で，導入費用の低減を図った

ビルトインシステムの工事事務所への適用事例を紹介し

た。今後，消臭やウェルビーイング貢献など，技術の高

付加価値化に取り組んでいく予定である。 
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Photo 1 適用状況 

Application Status 
Fig. 1 システムフロー図 

System Diagrams 

1 階土木事務所 

3 階会議室 


